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２月１３日に広島県議会２月定例会が開会し、一般

会計総額１兆９５７億円、特別会計５，６２９億円、企

業会計５６３億円の令和６年度当初予算案などが上

程されました。さらに総額２８４億円の令和５年度２

月補正予算案が追加提案され、併せて審議を行うこ

ととなりました。新年度予算については、予算特別

委員会の中で集中的に審査を行なっていきます。ま

た、二葉の里に整備を計画している新病院の設立に

向けた条例案などについても審議を行います。
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■ 県民が抱く不安を軽減し安心につなげる取組・・・・５６８億円

■ 県民の誇りにつながる強みを伸ばす取組・・・・・・・８４億円

■ 県民一人一人の夢や希望の実現を後押しする取組・・・２４億円

■ 特性を生かした適散・適集な地域づくりの取組・・・・３９億円

■ 物価高騰への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・８６億円

■ 人手不足への対応・・・・・・・・・・・・・・・・・８２億円

令和６年度の広島県の予算の概要
は、下記のとおりです。

一般会計予算の概要

歳入歳出予算額・・・・・１兆９５７億円
歳入内訳
県税・・・・・・・・・・・３２３１億円（29.5%）

地方交付税・・・・・１９１２億円（17.5%）

国庫支出金・・・・・１０８７億円 （9.9%）

県債・・・・・・・・・・・・・７７５億円 （7.1%）

歳出内訳
人件費・・・・・・・・・２４６０億円（22.5%）

公債費・・・・・・・・・１４６２億円（13.3%）

建設事業費・・・・・１２５９億円（11.6%）

市町交付金・・・・・１４４７億円（13.2%）

特別会計予算額計・・・・・・・５６２９億円
企業会計予算額計・・・・・・・・５６３億円

一般会計歳入・歳出総額 １兆957億円
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１月１９日に開かれた文教委員会でインクルーシブ教育について取り上

げました。インクルーシブ教育とは、障がい等の有無にかかわらず、全て

の子どもがともに学ぶ仕組みのことですが、実際県内の特別支援学校に

通う児童生徒は増加しており、インクルーシブというより健常児と障がい

児を分けて教育する方向です。重度の障がい児が同じ学校に通う健常児

は、障がい児・者にやさしく接したり理解を深めることにもつながり、インク

ルーシブ教育をもっと進める必要があります。県教委では障がい者雇用

も進めており、学校の障がい者雇用を進めた結果、校内における障がい

インターン生からの質問です！政治にどのくらい関心がありますか？

□全く関心がない □あまり関心がない □ニュースや新聞で見る程度

□気になったことがあれば自分で調べる □その他（ ）

身の回りに不安を感じることや困っていること、ご要望などがありましたら
お書きください。

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

ふくち基弘事務所では春夏の年

２回現役大学生をインターン生と

して受け入れています。今年も２

月初めより、春の議員インターン

シップの受け入れがスタートしまし

た。今期は４名の大学生がイン

ターン生として活動しています。

第４回ケアラー支援講演会in広
島を受講しました。介護従事者
数は昨年減少し、ケアラー支援
の取組はますます必要になりま
す。本県でも条例制定を含めて
対策の強化が必要です。

者への理解が深まったそうです。予算のことなどもありますが、地域の障がい児をすべて受け入れられる、そし

てその学校で働きたい障がい者が働くことができる、そんなモデル校を１校でも作ってほしい、と要請しました。

また、広島県は国内での転出超過が３年連続全国ワースト１という状況であり、その大きな要因は就職時です

ので児童生徒のキャリア教育を推進していく必要性があることから、２月９日の文教委員会でキャリア教育への

取り組みの現状を質しました。広島県はものづくり県であり、ものづくりを支える人材を育成・輩出していく必要が

ありますが、県立工業高校の入学者は定員割れの状況です。ものづくりを支える人材を育成・輩出するために

キャリア教育を進めるよう求めました。

インターン生より

今回のインターンシップでは議員の方

の普段の活動を知り、政治に少しでも

詳しくなりたいと考えております。

未来自治体活動では、福知議員の下

で学んだことを活かして人に伝わりや

すいプレゼンテーションを作っていきます。（インターン生一同）


